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空の産業革命 ドローン 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

１．空の産業革命
ドローン
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出典：小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会配布資料

ドローンの定義 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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ドローンはどこで飛ばせるの？

許可必要 許可不要 許可不要

ドローンの飛行エリア 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

出典：国土交通省 航空局（無人航空機（ドローン、ラジコン機等）の安全な飛行のためのガイドライン）
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秦野市のドローン飛行エリア【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

秦野市の人口集中地区（ＤＩＤ地区）は？

出典：秦野市立地適正化計画

≪ 無人地帯（山間部等） ≫

≪有人地帯（第三者上空）≫

許可必要

ＤＩＤ地区

市街化区域とほぼ同じ

許可不要

ＤＩＤ地区
市街化区域



空撮
農薬散布
点検・測量
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ドローンの活用事例

出典：国土交通省 航空局（無人航空機のレベル４の実現のための新たな制度の方向性について）

許可必要

許可必要許可不要

飛行禁止

国内のドローン活用事例 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】



出典：国土交通省 航空局（無人航空機のレベル４の実現のための新たな制度の方向性について）

登録制度
航空法等の一部改正により
2022年度 新たな制度整備
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機体認証制度
免許制度

ドローン飛行の制度整備 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】



空撮
農薬散布
点検・測量
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ドローンの活用事例

出典：国土交通省 航空局（無人航空機のレベル４の実現のための新たな制度の方向性について）

有人地帯目視外飛行が

新たな市場へ

飛行可能へ

許可必要

免許があれば飛行毎の
許可・承認が不要に

（手続きの合理化・簡略化）

ドローン飛行の制度整備 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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出典：インプレス総合研究所（ドローンビジネス調査報告書2021）

急成長するドローンの市場規模
6,468億円

1,841億円

2020年度
の３．５倍

国内のドローン市場 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】



出典：経済産業省（空の産業革命に向けたロードマップ2021）

ロードマップ２０２１ 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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実証実験を通じた
課題の解消

環境整備
技術開発
社会実装

制度整備
レベル４の実現
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出典：経済産業省（空の産業革命に向けたロードマップ2021）を基に作成

個別分野のロードマップ 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

～2020年度

警 備
（市街地での巡回警備）

災害対応
（火災現場での活動支援）

農林水産業
（農作物調査・森林調査）

測 量
（３次元測量・３次元データ）

医 療
（へき地への医薬品配送）

敷地内等の侵入監視・巡回監視
広域・有人地帯の侵入監視・巡回監視

●各種実証実験の推進

重要施設内の広域巡回警備
市街地等の広域巡回警備

●リアルタイム画像連携の高度化

●新技術の導入による性能の向上

●緊急時医療活動訓練や、医療資機材
を輸送する実証実験

●導入コストを抑えた警備システム実現

●警備業務における広域警戒等への活用促進
●画像解析技術の高度化による質の向上

●サービス提供者や輸送方法の整理

●緊急輸送時における運航管理要件等の整理

●作業規程の準則の改訂の検討

●ＵＡＶレーザー測量作業マニュアル（案）
の作業規程の準則への反映

●工事測量等における利活用の推進

●ＵＡＶ写真測量の作業規程の準則への反映

●ＵＡＶレーザー測量作業マニュアル（案）の改定

被災状況の把握

災害対応活動（救助等）の支援

資機材の輸送等による活動支援 より高度な資機材の輸送等による活動支援

●人の立ち入り困難な危険個所における防災・災害対応への活用を継続的に実施

●夜間における状況把握及び解析方法の検討 ●技術実証試験によるセンサー及び解析方法の開発 ●試験運用による運用方法等の開発

2021～2022年度 2023年度以降

農業分野

林業分野 ●森林被害の把握

●森林資源情報の把握

●農薬散布の補助者配置義務等の緩和

●鳥獣捕獲のための誘引の自動化 ●社会実装に向けた課題、手順書の整理

●緊急輸送時における運航管理要件等の整理 ・へき地において医薬品を配送

・ドクターヘリ等と連携した、

救急医療に必要な資機材等の
緊急輸送による医療の支援

3次元測量により詳細な地形の把握、3次元データの作成を促進

農薬散布面積を100万ｈａに拡大

●餌投下自動技術の実装・普及

2022年度までに全都道府県・全森林管理
局で森林被害の把握等にドローンを利活用
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２．秦野市のドローン活用
現状と課題

秦野市の現状と課題 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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市内４駅・利便性
暮らしやすい街

秦野市の特徴

人口規模
１６万人以上

丹沢の麓にある
豊かな自然環境

市域の
約５３％が森林

半分が森林

半分が街

秦野市の特徴 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

総面積 103.76ｋ㎡
森林面積 54.5ｋ㎡

出典：秦野市森林整備計画書



15

有人地帯
（第三者上空）

無人地帯
（山間部等）

火災現場災害対応

災害対応

農 業

林 業

観 光

秦野市のドローン活用事例【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

活用見込

活用あり

活用中

活用あり

活用見込

ナラ枯れ調査

災害情報収集
（災害協定）

市内空撮

鳥獣被害調査
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秦 野 市 消 防 大 和 市 消 防

・ドローン ３機保有
・操縦者 約２０名
・飛行実績 なし

・ドローン １３機保有
・操縦者 １８８名（ほぼ全員）
・飛行実績 ７～８件

【火災現場】 秦野市消防 ／ 大和市消防 の現状比較 災害対応

現状と課題（火災現場） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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災害対応【火災現場】 秦野市消防ヒアリング

現状と課題（火災現場） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

課 題 秦野市消防ヒアリング

・赤外線カメラやズーム機能等を搭載すると高額
・損害補償の保険代だけでも高額

・操縦者も現場近くに出動するため人手が足りない

・操縦者の育成は時間が掛かる

高コスト

人材不足

人材育成
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【火災現場】 大和市消防ヒアリング 災害対応

現状と課題（火災現場） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

課 題 大和市消防ヒアリング

・操縦者・管理者・責任者の日勤職員３名が出動に必要
だが、出動態勢が確立されていない

・現場でドローンを飛ばす指示を出すタイミングが難しく、
優先順位が後になってしまう実績不足

出動態勢



課 題 かながわ自主防災航空（防災課ヒアリング）

・被災状況の調査を依頼する体制は整っているが、これ
まで依頼したことがない。

・ドローン操縦の技術等を指導していたが、ある程度習得
できたため、近年、関わりが薄くなっている。
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実績不足

【災害情報収集】

秦野市 × かながわ自主防災航空 （2017年8月災害協定締結）

ドローンによる被災状況の調査及び撮影情報の提供、操縦技術等の指導

災害対応

現状と課題（災害協定） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】



課 題 秦野警察署（防災課ヒアリング）

・情報共有の体制は整っているが、実際に映像情報を提
供したことはない

・部署異動によりドローン操縦者の確保が難しい

・市職員の免許制度への対応は検討が必要
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人材不足

実績不足

【災害情報収集】

秦野市 × 秦野警察署 （2019年3月災害協定締結）

災害時等に市職員が飛ばしたドローンによる映像情報を秦野警察署に提供

災害対応

現状と課題（災害協定） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】



【鳥獣被害調査】
農業振興課（農業支援・鳥獣対策担当）

・ドローンによる空撮画像データを用いた
被害対策地図を作成
・ドローンによるイノシシ等の追い払い
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農 業

現状と課題（鳥獣被害） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

出典：タウンニュース（2021年6月18日号）



課 題 農業振興課ヒアリング

・入札により業者が変わると、樹木の識別情報などデータ
を蓄積することができない

・市外業者であることから、土地勘がない

・ドローンの操縦を依頼すると委託料が高くなる

・市職員がドローンを飛ばしているが、操縦者の人材育成
ができていない
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人材育成

高コスト

【鳥獣被害調査】 農 業

現状と課題（鳥獣被害） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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【弘法山ナラ枯れ調査】
環境共生課（森林里山担当）

秦野市森林組合と㈱JDRONEが協力し、
弘法山公園にてナラ枯れの状況を調査。

林 業

現状と課題(ﾅﾗ枯れ調査)  【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

ドローン空撮から作成したオルソ画像で
枯れ木の場所を正確に把握

出典：株式会社ドローンホームページ



現状と課題 秦野市森林組合ヒアリング

・秦野市は森林整備及び木材生産量が充実（県内比較）

・森林調査は従来手法である標準地調査。標準地の面
積から平均樹木数で算出するため、知識・経験が必要

・ドローンで森林境界を見分けても、所有の細分化によ
る権利関係の確定があるため、人の現地調査は必要

・従事者は比較的若いが危険な作業を伴うことなどか
ら将来の人材確保は不透明

・森林調査の仕事をドローンに取られてしまうのでは
24

林 業森林調査におけるドローン活用の可能性について

現状と課題（森林調査） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

現状：知識・経験

課題：経営不安

課題：境界確定



３．先進事例紹介
スマート林業（森林調査）
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先進事例 スマート林業 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】



ドローンＲＧＢ写真
森林資源の情報を取得

 信州大学発ベンチャー 「精密林業計測株式会社」
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先進事例 スマート林業 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

レーザーセンサー
詳細な地形データを取得



 信州大学発ベンチャー 「精密林業計測株式会社」
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先進事例 スマート林業 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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先進事例 スマート林業 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

出典：精密林業計測株式会社ホームページ



知識や経験頼みからデジタル情報による生産管理へ
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先進事例 スマート林業 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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先進事例 スマート林業 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

メリット

所有権から受益権へ
相続手続等の簡略化

林業地の集約化で
生産性の向上
木材販売の収益

スマート林業
の活用
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４． ＤＲＯＮＥ×ＨＡＤＡＮＯ
政策提案

政策提案 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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提案１

～ ドローンを活用した森林調査の導入 ～

政策提案（森林調査） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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秦野市の森林面積 54.5ｋ㎡ ＝ 5,450ｈａ
秦野市森林組合の年間森林整備面積 45.7ｈａ

調査方法 作業人員
作業面積
（１日平均）

従来の
立木調査

３人一組 １ha

ドローンによる
立木調査

３人一組 ２５ha

50ｈａを調査した場合
にかかる日数

２～３週間

【参考：㈱JDRONEの作成資料】

２日
参考：『「ドローン」を活用した効率的な森林調査の共同実験』

ＮＴＴグループ、宮崎中央森林組合、宮崎大学、ベンダー効果：業務量削減

【森林調査における作業日数】

提案１

政策提案（森林調査） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

※データ解析等に
要する日数は除く
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【参考：弘法山ナラ枯れ調査（19.8ha）】

調査方法 設計金額

森林調査（周囲測量・林況区分測量・林分測量）
を人力で行う場合（20ha）

ドローンレーザー計測による森林調査（20ha）
と解析（単木資源情報＋地形データ＋点群データ）

約１２００万円（税別）

３００万～
５００万円（税別）

効果：精度向上

【各種森林調査におけるコスト】

４６０万円（税別）

※実際の入札価格

オルソ画像、マルチスペクトルデータ、 ３Ｄデータ作成

提案１

政策提案（森林調査） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

※神奈川県森林整備業務設計要領に基づく試算

※精密林業計測㈱の概算



林業事業体
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秦野市

データ解析
委託業者

データ作成

データ提供森林調査（ドローン空撮）を委託

空撮写真の提供

３Ｄデータ

～森林調査にドローンを活用し、作成データを共有～

スマート林業

提案１

政策提案（森林調査） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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秦野市

現 行

市職員がドローン空撮

ドローン購入

オルソ画像と
シェープファイルの作成・提供

地図作成
委託業者

空撮写真の提供

シェープファイル

課題：人材不足

課題：高コスト

政策提案（森林調査） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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秦野市

シェープファイルの作成・提供

地図作成
委託業者

オルソ画像の提供

データ解析
委託業者

オルソ画像の提供

シェープファイル

効果：コスト削減

効果：業務量削減

提案１

政策提案（森林調査） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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林業事業体の未来に向けたドローン活用のメリット

・精度が高い正確な情報
・データの利活用

・調査時間の短縮
・コスト削減

人口減少社会
の労働力不足解消

デジタル社会
森林情報の見える化

提案１

業務の効率化・
生産性の向上

政策提案（森林調査） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】



提案２
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秦 野 市 消 防

～ 災害対応におけるドローン体制の整備 ～

政策提案（災害対応） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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政策提案（災害対応） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

課題：人材育成

課題：高コスト

提案２

出典：NHKネットニュース（2021年12月20日）
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出典：総務省消防庁作成「令和４年度における消防庁予算（案）及び地方財政措置等の重点事項」

政策提案（災害対応） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

提案２

充当率１００％
交付税措置７０％
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秦野市消防のドローン人材を確保・育成し、出動態勢の確立を目指す

操縦者
育成

人員確保 出動態勢
確立

構造ビル

ドローン運用アドバイザー育成研修
（全国の消防職員を対象にした総務省消防庁実施）

要救助者捜索ＮＩＳＴ

自動航行 夜間飛行

遠距離目視外

～ 災害現場を想定した実践的な飛行訓練 ～

2019年から福島ロボットテストフィールドにて開催

政策提案（災害対応） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

人材不足 実績不足人材育成

課題を解決し、
火災現場への出動や
様々な災害対応に備える

提案２



かながわ
自主防災航空
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秦野市

秦野市消防

被災状況の写真提供

被災情報の把握と共有

秦野市
（防災課）

0秦野警察署

被災情報の把握と共有

課題：実績不足

≪ 市 内 全 域 ≫

課題：人材不足

災害情報収集の体制 現 行

政策提案（災害対応） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】



かながわ
自主防災航空

44

秦野市
データ解析
委託業者

被災状況の写真提供

被災状況データの提供

林業事業体

秦野市消防

被災状況の写真提供

被災情報の把握と共有

秦野市
（防災課）

効果：従事者の負担軽減、災害時の体制強化

≪ 無人地帯（山間部等） ≫

≪有人地帯（第三者上空）≫

0秦野警察署

提案２

被災情報の把握と共有

政策提案（災害対応） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

～山間部等の災害時には、林業事業体のドローンも活用～

被災状況の写真提供
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政策提案（災害対応） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

～山間部等の災害時には、林業事業体のドローンも活用～

土砂災害時の
ドローン映像

土石流被害の
オルソ画像

提案２

出典：ドローンジャーナル（地すべりの研究者が見た「災害時ドローン活用」のリアル）
出典：NHKネットニュース
（ドローン映像熱海市の土石流被害海沿いまで土砂が）
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ドローン人材の確保・育成
ドローンを活用した森林調査

ＤＲＯＮＥ提案２提案１

政策提案（まとめ） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

半分が森林
半分が街

コスト・業務量の削減

従事者の負担軽減

災害時の体制強化

効 果

山の災害対策

人口減少社会
労働力不足

デジタル社会
データの利活用

空撮情報等のデータを共有
災害対応のドローン体制を整備

山間部等災害時は林業事業体
のドローンも活用
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森林情報の見える化で資源の効率的な管理と自然環境を保全

森林機能 ⇒ 災害防止・温暖化防止・水資源のかん養
山の適切な管理 ⇒ 鳥獣対策・ヤマビル対策・森林資源の活用
災害対策の強化 ⇒ 災害に強いまちづくり・市民の安全安心

森を知り、山を守る

山を守り、市民の生活を守る

ＨＡＤＡＮＯ成果

政策提案（まとめ） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】
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政策提案（まとめ） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

空の産業革命 ドローン

苗木の運搬

インフラの点検

河川上空のドローン物流
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ドローンによる空の産業革命を迎えるにあたり、
秦野らしいドローンの活用方法を確立し、
森林資源を守るとともに、市民の生活を支えていく。

ＤＲＯＮＥ×ＨＡＤＡＮＯ

政策提案（まとめ） 【ﾄﾞﾛｰﾝ 現状と課題 先進事例 政策提案】

～ドローンを活用した政策の提言～
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ご清聴、ありがとうございました

（五十音順）

精密林業計測株式会社 様
長野県伊那市役所
企画政策課 様
耕地林務課 様
50年の森林推進室 様

大和市消防本部 様

ご協力、ありがとうございました


